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Ⅰ．ゼミ設定の目的
中学校における「共生」の時間で取り組む課題として，
国際理解のゼミを開設して，７年が経過した。
当初は国際理解をするためには，自文化を理解するこ
とから始めたら良いのではないかと考え，民俗学的視点
から年中行事を調べたり，房総の仏像を調べたり歌舞伎
を見せたりし，留学生との交流や日本文化を紹介する活
動を行なってきた。その後，ただ交流するだけでは生徒
にどれだけの理解や効果が得られるのか疑問に思い，留
学生の国について生徒なりに詳しく事前学習してから交
流に臨んだり，その逆に事前学習なしでコミュニケー
ション活動に臨ませ，ハプニング的な場面にどれくらい
対処できるかなど試行錯誤をくり返し実践してきた。ま
た，校外学習の訪問先も，地域の博物館や旧跡を訪ねる
ことから始め，現在では国連大学やユニセフハウスや大
使館（ブルネイ，ガーナ）など諸外国との関わりのある
施設で学び，世界の様々な事情に目を向けていく学習へ
と変わっていった。
生徒それぞれが得たものや課題が見出されたことがあ
り，教育効果も様々であるが，今回は中学生および留学
生を含む大学生の交流後の感想を分析することで，双方
が交流したことによる効果や結果としてもたらされる変
化について考察しようとするものである。
ゼミの特色は毎年取り上げるテーマによって少しずつ
変化しているが，一貫して留学生と交流する活動と，真
の意味での国際的な“理解”をする態度や感覚を養うた
めの学習プログラムを組むことを徹底して行なってきた。
本研究では，これまでの流れを振り返りつつ，７年間の
活動をまとめ，その上に構築される今後の取り組みの土
台となるよう検討するものである。
Ⅱ．授業計画・方針
国際理解の基礎になる知識を得るうえで，またその知
識のソースになる情報がバイアスのない中立的なもので
あるかを見極める意味で，メタ認知的な情報処理の視点
を持つことが重要である。
このためメディアによって提供される情報を読み解く
ための処理能力を身につけさせる目的で，毎回新聞の国
際記事を読み比べ，批評を述べさせる授業に取り組んだ。
また国際語の一つとして英語の力をつけるために，毎回
英文で書かれた伝記から，誰についての説明かを当てる
クイズを取り入れた。スピーキングとリスニングの力も
身に着くよう，ネイティブの発音の後に続けて発音し，
同時にそのスピードで内容を理解するように工夫した。
校外学習ではガーナ大使館と国連大学本部見学をした。
ガーナ大使館訪問を計画した理由は，なるべく生徒にな
じみが薄いと思われる国を選ぶようにしたためである。
ガーナはアフリカ大陸の国でアジア諸国と比べると地理
的にも日本と離れており，ガーナに対する生徒たちの事
前の知識は，「アフリカでチョコレートの原料であるカ
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カオが取れる国」といった程度のものであったため，大
使館のスタッフからＰＲやレクチャーを受ける効果が大
いに望めた。国連大学本部を訪問する計画をした理由は，
今現在，国連会議で議題になっていることを知ることで，
世界の動向や問題点が把握でき，日本の取るべき行動や，
今後生徒たちが国際的な認識をもって生活しようとする
ときに必要なことが見えてくるであろうと予想したから
である。
校外学習での学びと並行させながら，生徒たちは個々
に自分の取り組むべき学習テーマを見つけ，調べ学習や
情報収集を行った。
学習の後半では留学生との交流を設定し，自分の調べ
ているテーマを留学生に紹介したのち，彼らと相談しな
がら，目の前の相手に分かりやすく伝える方法について
考えるとともに，内容を深めるためのヒントを見つけ，
自分の発表内容が充実するようなアドバイスを引き出す
よう構成した。交流は２回行い，それぞれの回では国や
地域が違った相手と交流するように設定した。２回とも
留学生についての詳しい事前調べなしで，いきなり交流
する形式をとった。今回は「旅の指さし会話帳」①，②，
④，⑤，⑨，㊹（情報センター出版局）から資料を作成
し，原語の付いた各国の文化などの情報として配付した。
Ⅲ．実践結果
１．校外学習
校外学習としての活動は２回企画することができた。
まず１回目ではガーナ大使館を訪問した。大使館で働く
人から直接大使の仕事や当該国の事情を紹介してもらう
ことができたので，生徒はガーナへの印象をより深くし，
異文化理解の上で大きな成果を得たように見えた。日本
にいながらガーナにいるような雰囲気を感じたばかりで
なく，現地を体験した人たちから聞く言葉は，臨場感を
伴って生徒の心に伝わってくる。それは大使館のスタッ
フが，自国についての理解を広めるということを使命と
しているからでもあろう。今回の見学においても生徒の
関心を引き，かつ内容的にも分かりやすいレクチャーに
なった。
第２回目の校外学習は国連大学を訪問した。ここでは
広報担当者が対応してくれたが，２年前に訪問した時に
比べ案内がより充実していた。多数の学校の見学を受け
入れてきたため，広報の部署内でこの２年の間に来訪者
への対応がプログラム化され，国連図書館の施設紹介，
書籍の紹介，議事場の紹介，各表示物における国際表記
法の特徴，国連紹介ビデオの上映と国連の機関の説明な
ど，PRの方法が確立されていた。その結果，中学生に
も世界の諸問題をイメージし，理解することがより容易
にできたと考える。
発表会では自分のテーマとしてガーナのことや国連の
ことを選んだ生徒が16名中７名と多くなった。
２．留学生との交流
①生徒の感想
留学生との交流を終えてから，生徒が学んだことにつ
いてアンケートを行なった。結果は以下の通り。
ａ．交流について難しかったことは何か。
「言葉の変換（留学生のわかる日本語に変える，また
は英語に翻訳）が難しかった」という生徒が７名いた。
たとえば“配慮”ということばを，「相手に分かりやす
く伝えるならばどういうことばになるか」と考えたり，
“政治”や“国連”など生徒がテーマとして扱う内容を
説明するとき，専門用語のボキャブラリーが少ない中で
どんな表現を用いたらよいか悩んだり，“デモ”など日
本人が使っている省略語が通じないとき，どう伝えるか
苦慮する様子が見られた。そして，「そういったことば
の変換がスムーズに出来たら格好いいな」という気持ち
も吐露している。
次に「わかりやすい日本語でしゃべることやジェス
チャーで伝えることが難しかった」という生徒が４名い
た。また中学生の話す日本語が「留学生にとって聞きづ
らかったのではないか」と心配する姿や，「留学生の日
本語の発音がちがって何と言っているのか分からないと
きがあった」という感想が見られた。英語を母語としな
い国の留学生と日本の中学生がコミュニケーションをと
ろうとする場合，共通語として日本語がたよりになるわ
けで，お互いの言うことを聞き取る難しさ，正しく発音
する大切さを実感していた。
３番目に「英語で話す難しさ」と答えたのが３名。日
本語初級の留学生や，日本語が上級の留学生でも難しい
表現になると英語を使うので，お互いに電子辞書などを
駆使し，なんとか意志疎通をはかろうとしている姿が見
られた。他方で，生徒は英語で会話することの便利さも
実感したようだった。
その他，「緊張して何をどう話せばよいかわからない」
という生徒や，「質問した内容が相手に失礼に当たらな
いか考えた」という生徒もいて，初対面の人に対する緊
張感や，相手に失礼にならないように配慮し悩む姿がみ
られた。これらは学年があがるにつれて意識されていく
特徴であった。
どの生徒にとっても相手の言いたいことを予測するこ
とや，ゆっくり話す大変さを実感する交流になった。
ｂ．コミュニケーションのために工夫したことは何か。
最も多かったのが「分かりやすい言葉や易しい日本語
で話すこと」であり９名の回答があった。また，「ゆっ
くりと話すこと」が７名，「英語で話す」が４名，「紙や
文字，地図を使う」が４名，「くりかえしたり分かって
いそうな日本語を話し意味を確認する」が３名，「身振
り手振りなどのジェスチャーを使う」が３名，「（中国の
留学生とは）漢字を使う」が２名，「相手の目を見て話す」
が２名，「笑顔で話す」が２名，「なるべく構えずに自然
体で」，「楽しげな雰囲気を出す」などがあげられた。
目を見ながら話したり，ジェスチャーをつけることに
よって，話している内容がより伝わりやすくなることや，
相手が話したことをもう一度くりかえして確認すること
によって，内容がより正確に伝わることを実感した。ま
た，学年があがるとともに，笑顔で相手の話を聞くこと
や，楽しげな雰囲気をつくることなどが，コミュニケー
ションをスムーズにはこぶと気付くようになっていった。
また，英語交じりの日本語を使ったり，中国の留学生
とは漢字という共通の文化を上手に利用することが，コ
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ミュニケーションをとる上での便利な手段になることを
発見したようだった。
他には，紙に文字や地図を書いたり，写真資料や電子
辞書を駆使してコミュニケーションをとろうとしている
生徒も見られた。
ｃ．留学生から学んだ事は何か。
留学生といっしょに学習した結果，「日本と他国の両
方を経験している留学生の“生の声”はとても興味深い
もので，国籍の違う方々と交流するのは貴重な体験だっ
た」や「この交流で得たものを基に，発表会をがんばろ
うと思う」などの感想を持つようになった。
具体的には「中国とタイの学校システムについて教え
てもらい，日本と違って面白い」や「中国と日本の政治
について」や「中国は安倍首相に悪いイメージを持って
いる」，「タイは昔から日本に良いイメージを持ってい
る」，「外国人からしてみると日本がとても伝統などに気
を付けていること」を学んだこと，「香港のデモが行わ
れている理由を教えてくれた」などが記述されていた。
また「努力して勉強することや，実際に現地に住んで
みることは，語学を伸ばすのにとても有意義なことだと
分かった。留学生は３～４年くらいしか日本語を勉強し
ていないのにとても上手で驚いた。私も，今は英語を頑
張って勉強して，ある程度世界にも通用するような力を
身についていきたいとおもう」とあり，留学生が頑張っ
て日本語を学習していることに刺激を受けたことが推察
された。
留学生から学んだことは「アイコンタクトの大切さ」
で，「内容をわかりやすく伝えるための工夫であり，情
報を受け取るときにも重要」と気付いたこと，「いかに
して伝えるかということや，伝えるためにはフレンド
リーさや語学力が必要であり重要だ」，「留学生の方は話
を一生懸命理解しようとしてくれたので，国際社会に出
るためには，人の話を真摯に聞くことが重要だと感じた」
など留学生の姿勢や態度に感銘を受けている記述がみら
れた。
「留学生の生活について特に宗教や食事が日本とは違
う生活をしている」と聞き，驚くとともに楽しかったと
ある。また「留学生は日本を学びたいと思っている」や
「発表はこのようにすると良いよとアドバイスをもらっ
た」とか，「月餅とごま団子について学んだ」など，発
表に参考になる情報をもらったりしていたことがわかる。
「“日本人がもっと外国人とうまくコミュニケーションす
るためにはどのようなことが必要ですか”と聞いたら“日
本人はシャイだから，もっとオープンに接してほしい”
と言われた」という意見をもらった生徒もいる。TPP
をテーマにしていた生徒は留学生に「TPPを知らない」
と言われて，騒いでいるのは日本だけなのかと思ったり，
「日本の生活は楽しい」と言われて生徒もうれしく感じ，
「国が違う人でも楽しく会話できた」と述べている。
②留学生・大学生の感想
ａ．交流会において難しかったこと
今回の交流で留学生の割合が多かったことから，“難
しかったこと”として「未知の語彙や文があったこと」
（３名）が挙げられたほか，中学生の取組んだテーマに
ついて「これまでは知識や興味がなかったこと」，「共通
認識を得るために中学生側に説明しないといけないこと
（UNの情報など）があった」などを挙げている。
ｂ．コミュニケーションを取るために工夫したこと
留学生の中には日本語力が不足した学生もあり，他方
で中学生には英語で国際問題を論じるには難しいことも
あったが，「簡単な日本語で話した」（２名），「留学生の
理解が追いつくようにゆっくり話すよう頼んだ」，「正し
い日本語を話すよう心掛けた」等の言語的な問題をクリ
アするよう気をつけたことや，「自分の言いたいことを
より分かりやすく伝えようと考えた」，「わからないこと
ばは書いてもらった」，「ネットの写真や説明などを利用
した」，「電子辞書・リーフレット・ジェスチャーを使っ
た」等に見られるように，内容の理解を進めるために会
話以外の手段も並行して用いる工夫をしたことが挙げら
れた。中には「Yes／Noだけで答えられる質問ではなく，
より深い回答を求めようと苦労した」など会話の充実を
図ろうとするものも挙げられた。
ｃ．中学生の関心や国際理解のレベルについての印象
大学生の感想としては，総じて中学生のレベルが高
いと映ったとみられる記述が多く，「テーマの選び方が
よい」（２名），「様々な課題に取り組んでいることに驚
いた」，「情報収集・まとめ方がすばらしい」，「国連など
の国際的な機関に興味があるのはとても良いと思った」，
「国際理解を一生懸命に学ぼうとする姿が勉強になった」，
「他の国では同い年の中学生がなかなか考えたり取組む
ことはないテーマだと思った」といったことが挙げられ
た。
ｄ．中学生と話した内容について
交流では，中学生が関心を持っているテーマに関連し
て話したわけであるが，その内容としては，「教育シス
テムの違いと共通点」，「日本の自衛隊」，「タイのユニセ
フの活動」，「タイの教育」，「エボラ出血熱の伝染」，「イ
ラクに紛争が多いこと」等についてが挙げられ，大学生
の目から見て，中学生がこれらのことに興味を持ってい
ることが印象に残ったようであった。
ｅ．その他
前述のほかの記述としては，領土問題の存在があるた
め「母国（中国）のイメージが悪いのではないか」とい
う心配，しかし交流を通して「実際の日本人が持つイメー
ジは悪くないことが分かった」ということ，「日本と母
国の架け橋になりたいと思った」等の記述が見られた。
また「このような機会に中学生と話したのは良いと
思った」，「お互いの文化について知ることができた」と
いった相互学習の効果を評価する記述や，「自分の中学
生の頃と比べすばらしい教育を受けていると思った」，
「自分で考え発表できることはすごい」等の評価も見ら
れた。
全体を通して「中学生が積極的に質問していた」，「中
学生はまじめだ」という印象を受け，「中学生と話した
経験が楽しかった」，「もっと交流したいと思った」等の
好感を持ち，その結果として「発表会に是非行きたい」
というモチベーションを高めたことが述べられていた。
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　Ⅰ：教育科学系
─ 154 ─
３．発表会
①中学生の学び
ⅰプレゼンテーションより
発表会は16人，１人持ち時間10分間で行った。中学生
自身で司会進行も行い，パワーポイント・模造紙・紙芝
居等様々な方法を用いて発表した。友だちや保護者だけ
でなく，交流した留学生や大学教員も同席してもらい，
聞いてもらった。
以下16人の発表内容をまとめる。
生徒１：「東京オリンピックに向け日本が外国人ゲス
トに配慮すべき事」
2020年東京オリンピックが来ることが決定し，おもて
なしするために必要なことをロンドン・オリンピックを
参考に列挙し，例えばモスリムの断食月と重なってし
まったことや，日本にはハラールのお店が少ないこと，
和式トイレの使い方などの説明が必要なことなど，画像
などを使い分かりやすくまとめた。さまざまな国の文化
や宗教に気を配り，みんなが楽しめるものにしたいと述
べた。（感想の詳細は表２を参照。）
生徒２：「世界の国の学校システム」
ガーナと日本とドイツの学校システムを比較し，日本
の６・３・３・４制とドイツでは専門職を養成するため
の学校とギムナジウムを選択することや，ガーナでは幼
稚園から大学まで寮生活を送りながら学校へ通うことな
どを紹介した。そして中学生が当たり前と思っている学
校システムも，国が変われば違い，文化が価値観を決め
ていることを指摘した。
生徒３・４：「国際連合と世界」
このテーマは２人の生徒の共同研究発表となった。前
半は生徒３が国際連合の組織や仕事内容などを紹介し，
後半は生徒４がオーストラリア留学から学んだ異文化体
験の紹介をした。自ら写したオーストラリアの写真を多
く取り入れ，日本との関係や，自分の体験と感想を交え
た文化紹介を行なった。
生徒５：「各国から見た集団的自衛権」
集団的自衛権に対する中国，韓国，北朝鮮，ロシア，フィ
リピン，アメリカおよび日本国内の意見や立場を比較し
た。中国・韓国は太平洋戦争を起こした日本が，また軍
国主義に走るのではないかとの懸念を示し否定的な態度
であるのに対し，アメリカは日米同盟の観点からも米軍
のこれからの活動を後押ししてもらうためにも歓迎の立
場をとっていること，北朝鮮は拉致被害者問題，ロシア
は北方領土問題があり，集団的自衛権の賛否以前の対話
が必要な状態であること，東シナ海の対中国に苦慮して
いるフィリピンは賛成の立場であることを説明した。肝
心の日本では国民がよく理解していないのに法案が進み
つつあると結論付け，発表した生徒はもう少し時間をか
け近隣の国の気持ちを配慮して進めるべきだという意見
を述べた。聴衆から感想や質問も多く出て，「問題を色々
な角度から検討している。」との評価を得た。
生徒６：「ユニセフについて」
ユニセフ募金をした場合，100円でどのくらいの援助
ができるのか，パワーポイントの表やグラフを多く用い
て発表し，ワクチン何本分，飲み水何ℓ分，文房具何人分，
などと具体的に示したため，聴衆もイメージしやすくユ
ニセフに興味を持った割合が多くなった。おりしも生徒
会活動でも同時期にユニセフ募金を募っていた時期だっ
たので，タイムリーな話題として生徒に受け止められた。
生徒７：「国際連合の掲げる目標とその意義」
校外学習で学んできたことを有効に生かし，自分たち
が国連大学で説明を受けた内容を易しい言葉で言い換え
る努力をしていた。目標とその意義という難しい内容を
いかに噛み砕き自分の言葉で伝えるかという点に力を入
れた発表となった。説明と写真，そしてクイズを入れる
などの工夫もしていた。
生徒８：「WFP」
国連機関の一つであるWFP（世界食糧機構）について，
飢餓や干ばつによる食糧難，紛争・戦争で難民となって
いる人々に対する食糧援助をおもに行っていることを紹
介した。その上で私たちにできることなど，中学生の目
線で提案した。
生徒９：「イラクの治安は改善するのか？また政府は
どのような対応をとるのか？」
模造紙を使って，今置かれているイラクの情勢や問題
の所在，イスラム国とイラク政府，周辺諸国との関係を
説明し，テロという手段ではなく話し合いで解決してい
くべきだと訴えた。
生徒10：「エボラ蔓延抑制のためにはたらく国際機関
について」
３枚にわたる資料を配布し，１枚目には「世界地図」
にエボラ感染が確認された国の分布図があり，それを基
にエボラ出血熱のことを説明した。次に，２枚目には
「WHO（世界保健機関）」についての活動内容と蔓延抑
制のための働き，日本の厚生省が中心となって貢献して
いることなどを紹介した。３枚目は「国境なき医師団」
についてその内容と働き，日本との関係について紹介し
た。そして，生徒も将来こういう活動に従事したいと述
べた。
生徒11：「日本人が描いた世界に出ているマンガ・ア
ニメ」
世界中で読まれているマンガ・アニメを分類し，ある
共通する傾向を発表した。ブラックジャックやルパン三
世，ガンダムなど古くても親しまれているもの，ドラえ
もんやポケットモンスターなど幼い子が見るもの，ワン
ピースや名探偵コナンなど冒険ものや推理ものなどの
ジャンルに分けた。そのうえで，共通する部分，例えば
正義が勝つストーリーや友情を描いたもの，冒険もの，
探偵ものなどが挙げられ，国が違っても人が感動したり
わくわくする気持ちは同じだということを述べた。
生徒12・14：「世界のお菓子」
２人で模造紙を使って発表した。ドイツ・フランス・
アメリカ・中国・日本のお菓子について調べ，その作り
方の特徴や文化的意味などを比較した。例えばイース
ターの由来と，卵のお菓子は復活を意味すること，中国
の月餅も子孫繁栄と健康祈願を丸い月に込めていること
など，クイズやカラフルなイラストとともに楽しい雰囲
気で紹介した。
生徒13：「世界から見た日本人」
国際社会の中で日本人はどのようなイメージで見られ
ているのか調べ，まとめたものである。このテーマは以
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前から生徒が興味をもっていた内容で，国際理解のテー
マにつながったことを喜んでいた。日本人の「輪（和）」
を大切にする心は，外国人にとってみれば個性がないよ
うに見えるということなど，外国人から見た日本人の悪
いところを日本人の課題として，例を挙げて発表した。
生徒15：「世界にいる日系人について」
知り合いの日系人（現地在住）にインタビューした内
容を発表した。外国での生活や苦労していること，よい
と思っていること，周りとの関係で工夫していることな
ど，日系人本人の実感を伴った言葉を引用して発表した。
また，聴衆の中に帰国生の保護者がおり，興味を持って
いろいろな質問をしてくれたので，発表内容が深まり厚
みがでた。
生徒16：「あなたならどうしますか？～TPPについて～」
TPP交渉が難航しているというニュースを受け，TPP
のメリット・デメリットについて，紙人形を使い擬人化
した手法を用いて説明した。日本の農家で収穫される野
菜や米などの価格がTPP導入で外国の安い品物に負け
てしまうこと，自動車などの輸出産業の立場からは関税
が安くなって売りやすくなるので歓迎していること，各
国の売りたいものの事情があり利害がかみ合わないなど
多様な視点から問題点を整理し発表した。
ⅱ活動の自己評価
「共生」の活動終了後に全校で行っている“自己評価”
の項目を引用し，筆者らが16名の平均値を算出したもの
が表１である。
質問１～８の評価は４段階（４：とてもよくできた　
３：だいたいできた　２：あまりよくできなかった　１：
まったくできなかった）で行われた。
表１　１年間を振り返って（自己評価）より
Ｎ＝16
質問 項目 平均
１ 自分で課題（テーマ）を設定したり，活動
計画を立てたりすることができた。
3.9
２ 意欲的・積極的に共生の時間に取り組むこ
とができた。
3.9
３ いろいろな学び方を取り入れたり，工夫し
てテーマ追及を行った。
3.9
４ 発表するときやまとめるときに工夫し，相
手によりよく自分の考えや活動が伝わるよ
うにした。
3.7
５ 共生（人と人，文化や外国，自然や環境など）
を意識した取り組みであった。
3.7
６ 自分の生活や生き方にとって価値ある学習
であった。
3.8
７ まわりの人や社会にとってアピール（貢献）
する学習であった。
3.7
８ 充実した，満足できる学習となっていた。 3.7
発表会を終えての感想を自由記述したものが表２である。
表２　
生徒番号・テーマ 発表を終えての自由記述内容
1 東京オリンピッ
ク
気をつけたことはゆっくり話すこ
と。焦ったら早くなってしまった。
日本は無宗教国家では無いのに言
葉選びの難しさを学んだ。
2 学校システム クイズを入れたのが良かった。
ガーナの学校のこと質問されたの
だけどパンフをもっと見ていれば
答えられた。人に伝える事が上手
になったと思う。
3 国際連合と世界 タブレットの不具合で慌てたが，
質問されたときに自分の考えを
もっと入れれば良かった。
4 国際連合と世界 留学生との交流を入れれば良かっ
た。他国からオーストラリアどう
見られているかを入れれば良かっ
た。留学の経験から色々な見方が
できた。
5 集団的自衛権 言葉が難しかった。色々な交流を
して自分が伝えたいことを分かり
やすく伝えるすべを学んだ。他国
からどう見られているか興味がわ
いた。
6 ユニセフ 国際ニュースをたくさん知り興味
を持った。聞き取りやすく話した。
7 国際連合 分かりやすく要約して，写真を多
く使う。むずかしい単語はさけた
が，わかりにくい部分もあり，ど
のようにしたら良いのかを考えさ
せられた。
8 WFP 紙芝居と模造紙だったが準備の大
切さが分かった。人の意見を取り
入れたりすることで自分の発表を
充実させる事ができる。
9 イラク治安 留学生にイラクの国旗の意味とか
説明したり，グラフや資料を使っ
た。新聞の国際面に興味を持った
と同時に他の人と意見を交わして
自分なりの考えが浮かんだ。
10 エボラ 手振りを使った留学生とのコミュ
ニケーション。アイコンタクトも
大切。1つの地図からたくさんの
ことを学び取ること。10分以内に
まとめるのが大変だった。
11 アニメ 緊張していたが良かった。
12 お菓子 クイズで留学生が盛り上がってく
れてうれしかった。質問も出てう
れしかった。模造紙と画用紙を
使ったので，自分達で絵を描くこ
とが大変だった。
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13 日本人 興味から国際問題へつながった.パ
ワーポイントの工夫と楽しんでで
きた。また追究していく中に自分
の視野が広がっていくのが実感で
きた。
14 お菓子 発表している中に韓国のお菓子が
無いと言われてなるほどと思った。
大勢の前で“笑い”を取り入れた
プレゼンを意識した。
15 日系人 知り合いの日系人に質問したりす
る事で関わりがあってもよく知ら
なかったことを深く知ることがで
きたので良かった。パワポの技術
アップ。留学生との交流ができた
ので良かった。
16 TPP 相手に分かりやすく伝える事や短
い時間で要点をまとめ，伝える力
は将来役立つだろう。発表の時，
人形劇にした。TPPの根本的仕組
みが分かった。
表１ではどの項目も３以上の評価をしており，平均値
は3.7～3.9と高く，おおむね自分たちの学習内容や発表
会の結果に満足しているといえる。
さらに表２の「成果として，できるようになったこと」，
「全体を通しての感想」などについての記述を基に詳細
を見ていくと，３年生はおおむね４という高い評価であ
るが，その多くは，やりきったという達成感によるもの
である。また，クイズや人形劇などを用いた工夫が聴衆
に受け入れられたこと，留学生からの質問にうまく答え
られたこと，すなわち自分たちが予測し準備したことが
的を射ていたという満足感であり，その結果，発表を楽
しむことができたためとみられる。これと比較すると１
年生は３という評価がいくつかみられた。１年生は初め
ての発表ということもあり，準備段階で知識をもっと増
やしておけばよかったとか，詳しい説明を付け加えるべ
きであったとか，分かりにくかったのではないかという
反省を含めた評価であることが分かった。
②大学生の学び
中学生の発表会を聞いた後，大学生（中国：４名うち
１名は朝鮮民族，タイ：２名，スリランカ，ミャンマー，
インドネシア，韓国，日本）から“改めて学んだことも
多い”というレポートが寄せられた。次の感想やメッセー
ジからは，大学生であるが学ぶことも多かったことが印
象とともにつづられている。（カッコ内の数値は人数）
ⅰ感想・生徒へのメッセージ
ａ．印象に関する記述
・聞いて良かった（2）
・感動した（2）
・斬新だった
・心の温かさがある
・プレゼンテーションが上手だ・すばらしいと思った（8）
・写真や絵などの資料を補助に使い，グループの考えを
明確に表現している
・機器をうまく使いこなし発表できる（2）
・聴衆の前で話す勇気がある・自信を持って発表してい
る（2）
・新しいテーマの発表があるときはまた聞きに行きたい
と思った（2）
・次回のレポートが楽しみ（2）
・また中学生との活動に参加したい
ｂ．“評価する”とした内容
・発表のために様々なことをたくさん調べた・よく準備
している（3）
・中学生なのに難しいことに取り組み驚いた（4）
・一生懸命に調べた・情報を集めた・勉強したことがわ
かった（2）
・内容・取り組むテーマが良い（2）
・大学生にも難しいことを，深く理解していた
・興味がわくような構成だった
・役に立つ情報だった
・人間の感情の暖かさ・共通性を理解し国際理解が進む
と思った
・世界とつながる見方・考え方を持っている
・先輩と後輩が一緒に活動し知識を深める場がある
ｃ．“知らなかった”，“学べた”などの成就感
・大学生にとっても新しい知識・情報が学べた（3）
・世界の問題について国際的視野から学ぶことができた
・これまで各国の学校システムや自衛権など知らなかっ
たことに気づいた（2）
・母国の学校制度を見直す必要を感じた
・中学生の発表内容を自分でも調べたい・深めてみたい
と思った
・授業観察の良い機会を得た
ｄ．中学生への助言・励まし
・発表でおこなった学習は（これからの学習に）役立つ
（2）
・中学生は（若いので）これからもっと学べることがあ
る
・次回はさらに上手にできる
・今後も努力を続けて欲しい
・このように国際的視野で周囲を見ると良いものが見え
るようになる
・中学から国際的なことを学ぶ環境があるので積極的に
取組んで欲しい
・心から応援する
・これからも頑張って欲しい
・一度準備した後チェックして，さらに詳しく調べたり
補足するともっと良い
・アジアについてももっと調べたらより良いだろう
ｅ．指導者に関する内容
・優秀な先生だ
・担任が努力・よく考えている
・良い教師に対し，生徒は感謝の気持ちを持って欲しい
ｆ．大学生自身に関連したこと
・自分自身（の学習姿勢）を振り返り反省した（3）
・自分が中学生の時こんな活動があったら有益だった／
羨ましい（2）
・中学生の内容に比べ，自分を恥ずかしいと思った
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・自文化中心的な考えであったと気づいた
・将来UNICEFで働くことが夢だ
・大学生になるまで国際的なニュースに関心を持たな
かった
・どうしたら日本と母国の架け橋になれるか考えた
このほか“学んだ”とされる内容に関する記述には，
以下のような点が注目された。
まず各国の教育制度の比較の発表については，大学生
にとっても専門領域であるだけに，各学校段階の修業年
限，クラスの規模，学生寮，カリキュラムなど自国の学
校システムとの違いをはじめ，教育理念，進路決定時期
や受験システムの違いとそれぞれの特徴，それらを生ん
だ各国の土壌などに注目が集まった。それと合わせて自
国の制度についての疑問も生じたようであった。比較を
通してそれまで“普通”と思っていたものが必ずしもそ
うでないこと，他にもいろいろな可能性や選択の道があ
ることに気づいた様子がうかがわれた。
ロンドン・オリンピックにおける宗教上の配慮につい
ては，日程，食物，礼拝場所に関してイスラム教の人々
の立場の尊重が必要なことや，その教訓を東京オリン
ピックに生かそうと努力する日本への評価もあった。
集団的自衛権においては，客観的に発表をしようとす
る配慮がなされたことを評価した上で，近隣や日本との
外交関係が深い諸国では，日本の動向に注目している状
況が意識されたり，日本人の心情の中に将来を通して交
戦を望まない強い認識が存在することを感じ取ったり，
しかし他方で各国では微妙なとらえ方も存在する情勢を
知ったことなどが述べられていた。
国連に関しては，組織と構成，目標に掲げること，活
動の意義，歴史等を知ったほか，世界の中での機能や役
割という観点から捉えるようになったという記述が多く
見られた。例えば環境問題への取組み，平和維持活動の
具体的内容，各国への国際的支援などである。また同時
に日本の協力内容や財政的貢献の大きさも認識されたと
見られる。
そのほか世界の多種多様なお菓子とその起源について
は，楽しいトピックとして学ぶとともに，母国文化の知
らなかった部分について学ぶことができ，新たな発見に
つながったことも記述された。
ⅱ「生徒へのメッセージ」に見られる大学生の視点
以上の感想やメッセージを概観すると，大学生の持つ
生徒観や教育観の一端を垣間見ることができる。中には
日本語能力が初級である留学生も含まれるため，必ずし
も複雑で具体的な分析はされていないものもあるが，全
体に「良かった」，「感動した」という印象を持ったこと
が分かる。そして中学生という年齢や学習段階の割には，
発表に向けての努力として「よく情報を集めた」，「深く
調べた」ことを評価したり，プレゼンテーション能力と
して，「写真や絵など」の資料の効果，発表の仕方が「上
手だ・すばらしい」とか「興味がわく構成である」等の
点を評価している。
次に聴衆の一人として発表会で行われた活動を見たと
きに，「国際的な視野から学べる」や，「大学生にとって
も新しい知識・情報が学べた」，さらに「自分でも調べ
たい・深めてみたい」，「国際理解が進む」という受け止
め方をしている。
また大学生という立場から，中学生である後輩に向け
て，「一度準備した後チェックして，さらに詳しく調べ
たり補足するともっと良い」，「アジアについても，もっ
と調べると良い」と指摘するほか，「発表でおこなった
学習は（これからの学習に）役に立つ」とか「国際的視
野で周囲を見る」こと，「先輩（上の学年の中学生）と
後輩（下学年）が一緒に活動し知識を深める場がある」
ことなどの大切さを伝え，発表した生徒が恵まれた環境
にあることを羨ましく思うとともに，これを生かして「こ
れからもっと学べることがある」，「積極的に取組んで欲
しい」等の要望，そして「心から応援する」，「これから
も頑張って欲しい」といった励ましの言葉が寄せられた。
それらは発表会を聞いた大学生たちの中に，将来ある
いは現役の教育者としての視点が生まれているとともに，
交流活動を共にした後輩（中学生）への暖かなまなざし
や配慮というものが示されたものとみられる。
その他では，「自分自身（の学習姿勢）を振り返り反
省した」，「中学生の内容（難易度の高さ）に比べ，自分
を恥ずかしいと思った」のように，大学生が中学生の学
習によって刺激を受けたと評していることが注目され
る。国際理解の観点からは，「大学生になるまで国際的
なニュースに関心を持たなかった」，「自文化中心的な考
えであったと気づいた」と反省したり，「自分が中学生
の時こんな活動があったら有益だった・羨ましい」のよ
うに考え，「どうしたら日本と母国の架け橋になれるか
考えた」，そして「将来UNICEFで働くことが夢だ」な
どのメッセージからは，中学生への期待や希望が込めら
れている様子も見られた。
Ⅳ．考　　察
１．校外学習・交流会・発表会について
中学生に関して言えば，発表会では専門用語の多い内
容を，聴衆に分かりやすいことばに噛み砕いて説明する
ことができたと言える。これは留学生との交流会を経て，
コミュニケーションのカギやコツをつかんだことと，毎
回新聞の国際記事を読んで感想を述べるという事前学習
で培った，多面的な視点から物事を捉えるという姿勢か
ら生まれたものと思われる。
半年にわたる中学生の活動を見ていくと，「以前はあ
まり知らなかった国際的問題に注目し，関心を持って読
んだ」とあるように，新聞記事を読む活動によって，生
徒は国際問題とは実際どのようなものかを知ることと
なった。その反応として女性が関わる問題，紛争に関わ
る問題，IS（イスラム国）に関わる問題に，より多くの
関心が寄せられた。この理由は，生徒の環境すなわち日
本の平和を享受している日常から見るとインパクトのあ
る話題であったことがその一つであり，また本年度のゼ
ミの構成員が全員女生徒であったという状況が反映され
たものと考えられる。
新聞記事などから得た情報の読み方や，それをどのよ
うに判断するかという情報処理の能力に関しては，「見
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出しのインパクトに惑わされない」，「感覚的，感情的な
ものに左右されない」，「新聞社の書き方の違いを知り，
客観的にニュースを捉える」などが記述され，中立的，
客観的なものの見方，感情が情報に及ぼす影響などを考
慮しようとする視点が芽生えつつあることが確認された。
また「各国政府の主張や国民の意見にも目を向ける」，
「まずはいろいろな政府の立場があることを知る」とい
う記述から，日本の立場から報道される記事だけではな
く，各国にはそれぞれの主張があり，時には立場を変え
て物事を見なくてはならないと気づいたことが分かる。
そして様々な報道の仕方に対する分析・判断力を養い，
かつ国際的な視点を持つためには，ソースの異なる各種
の情報を比較することが大切だという考え方をするよう
になった。
たとえば“集団的自衛権”の記述において，「新聞社
によって言い方や伝えたいことが違っている」と気付い
た生徒を例に挙げると，まず記事の中の難しい言葉を
調べ，どのようなことを筆者が言いたいのかをしっか
り読み取れるようにした。次に，自分はその内容に対
しどういう考えを持っているかを確認し，読んだ後とど
う変わったかも考えるようにした。「このようにするこ
とで国際的なニュースをたくさん知るというだけでなく，
もっとニュースに興味を持ったり，考え方の基礎が身に
つき，他の分野でのニュースにもメリットとデメリット
を考えるなど思考を深めることができるようになること
が分かった。」と述べていることから，メディアから提
供された情報を鵜呑みにせず自分で考えようとする能力
が育ちつつあることがわかる。
一方，留学生との交流活動では，１回目にはコミュニ
ケーションに固さが見られたものの，２回目にはよりス
ムーズな柔らかいやり取りが行われ，生徒それぞれに自
分の考えを発信したり，相手の思いを受け止めようと会
話の仕方を工夫している様子が見られた。そして今まで
抱いていた国や民族などに対する先入観にとらわれず，
自分の目の前の相手とじっくり向き合って交流すること
の大切さ，どの人へも同じ人間同士として心を通わすこ
との楽しさを知ることができたようだった。
他方で相手が母国では教員をしている留学生であった
り，学部生という立場にある場合でも，日本の教育や国
際交流に興味のある留学生が主流であったため，生徒た
ちを見る視線が優しく，年下である中学生との会話にも
関心や配慮を示し，話しやすい雰囲気がつくられた。
発表会では，中学生が国際的な難しい問題について関
心を持ち，良く調べまとめていることに大学生が感心し，
これを褒める評価がなされた。これとリンクするように，
中学生の「１年間を振り返って」の記述にその影響が散
見され，生徒たちにとっては半年間の活動に対する成就
感や成功体験につながったと考える。
校外学習の一つであるガーナ大使館の訪問については，
事前に生徒なりの学習をしてから臨んだが，それでもな
お大使館で初めて聞く事や知る事の方が多く，生徒たち
は特産品のカカオやシアバターなどを実際に手に取らせ
てもらうなどした結果，興味を高め，発表会に至るまで
の活動や学習内容をより深めることができた。
国連大学本部では，国連図書館の中や国際会議場の中，
広報部オフィスの様子などを見学することができ，その
上で国連のPRビデオを視聴したため，組織の役割や目
的なども詳しく学習することができた。スタッフの説明
を聞きながら，熱心に自分のテーマに関連する内容をメ
モする姿が見られ，発表会で取り組むテーマとして，国
連の組織や，設立の歴史，今問題になっていることなど
を選んだ生徒が多かった。
このように擬似的な“外国”に触れる体験は，年齢的
に異文化接触の機会が少ない中学生にあっては，国際理
解の上で有効に働くことが推測された。
２．国際理解・認識について
留学生および日本人も含めた大学生のレポートを読ん
でいくと，国際的な問題に関しては，日常生活の中で大
学生が深く考える機会というのは意外に少ないことが見
て取れる。
そこからは，学習指導要領の教育目標の中で「国際感
覚を磨く」ための努力をすることが求められていたとし
ても，各学校段階においてその認識を深める活動の機会
を改めて設定しない限り，学習される内容は決して多い
とは言えないこと，そして本研究の対象の一つである“発
表会から学んだ感想”を見る限り，大学生の年齢に達す
るまでに養われた国際感覚や問題認識のレベルの実際は，
各国において大同小異であることが分かった。
このことからも，中学生くらいの段階から国際的な事
象に触れること，年齢的な限界などの子供観・イメージ
に縛られず様々な異文化についての知識習得や擬似的・
体験的学習をすることの重要性が確認できたのではない
かと考える。
Ⅴ．ま と め
生徒は，実際に留学生と交流をしてみて気付くことが
多く，また大使館に実際に訪問してみて分かることが多
く，国連大学へ足を運び，説明を受けて，さらに疑問や
関心を広げることが多かったという結果から，百聞は一
見にしかずという感を新たにした。そこから生じたモチ
ベーションが，発表会や交流会の成果として現れたと考
えられ，事前に新聞記事の国際面を比較・検討して，思
考の基礎を作っていたことや国際問題への意識を高めた
こと，英語のリーディング＆スピーキングを繰り返し
行っていたことと合わせて，半年間の活動を充実させた
要因であると考える。
他方で，大学生になっても国際的な問題を深く考える
ことが少ないという原因として考えられることは，留学
生の場合においては“国際理解教育”という形で学習す
る国があまりないという状況がある。これと対応させれ
ば，長年“国際理解教育”を推進してきたはずの日本に
おいても同様の傾向があるのは何故かについては，些か
の懸念がもたれることとなろう。すなわち若い世代の国
際的な問題意識があまり育っていないこと，彼らの日常
において，自国を含めた世界の出来事についての関心が
希薄であるという現実を直視すべき時に来ているのでは
ないだろうか。現代世界の「国際化」の現状を，海の彼
方の他人事としてではなく，日常の様々なでき事や事実
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に基づいて実感すること，そして「国際社会に生きる」
こととはどのような状況の中で生きていくことかを意識
し，「そのような状況の中で必要とされる国際感覚とは
何か」を具体的な事象に沿って考え，これまで実施され
てきた学校教育の目標を改めて見つめ，今後どのような
教育実践をもって達成することが可能か等々，従来の授
業モデルを見直すことから積極的に取り組んでいかなけ
ればならないであろう。
しかし本研究において，中学生が国際問題に取り組む
活動をおこなった結果として，生徒自身の国際感覚や国
際世界に飛び交う情報についての判断能力を少しずつで
はあるが養うことができたほか，大学生においても国際
的な問題に関心を持ち，自分自身も身近な問題として考
えてみようとするきっかけに繋がったことは，学校教育
全体を見渡しての国際教育の進め方に対し，一定の示唆
をもたらしたと考えることができよう。
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